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2023 年 3月 28 日 

各 位 

株式会社 北日本銀行 

 

きたぎん SDGs 経営サポートによる「SDGs 宣言」策定支援について 

～アイティーエヌ 株式会社～ 

 

株式会社北日本銀行（頭取 石塚恭路）は、取引先企業さまの SDGs への取り組みを評価分析し、

SDGs 経営を支援する「きたぎん SDGs 経営サポート」を取り扱っております。この度、本サービス

のうち Basic（基本版）を通じて、アイティーエヌ株式会社（代表取締役 秀城剛）が SDGs 宣言を

策定されましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 今後とも当行は、取引先企業の SDGs の取り組みを支援し、持続的な地域社会の実現に貢献して

まいります。 

記 

１． 会社概要 

会 社 名 アイティーエヌ 株式会社 

所 在 地 〒981-3304 宮城県富谷市ひより台 1 丁目 44－6 セブンコ－ト 201 号 

代 表 者 代表取締役 秀城剛 

業 種 衛生用品（ＰＢ）農業資材（ＰＢ）製造販売事業 

 

２． 重点項目 

 

 

３． きたぎん SDGs 経営サポートについて 

取引先企業さまの SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）への取り

組みを促進するため、取引先企業さまの SDGs の取り組み状況を確認し、優先課題を決定した

上で、目標設定を行うこと（Basic：基本版）、また、サプライチェーン分析による事業活動の

流れと SDGs 貢献度を分析し、未来志向の目標設定（Progress：発展版）をお手伝い致します。 

以 上 

 

 

 

［本件に関するお問い合わせ先］ 

営業統括部 事業コンサルティング室（担当：加藤） TEL：019-626-6529 



当社について

現状のSDGsに対するマテリアリティ（重要課題）

写真2企業ロゴなど

写真1

企業概要

(所在地：宮城県富谷市)

コンプライアンス・ガバナンス

マテリアリティ（重要課題）

脱プラスチック、フードロスの削減、生物多様性・生態系保全

禁煙や受動喫煙防止、コミュニケーションの促進、女性活躍の推進

寄付活動、地域とのコミュニケーション、産学官連携

不正の早期発見・防止策、消費者・顧客課題解決、業務効率化や生産性の向上

大項目

環境の保全

従業員の働きがい

地域社会への貢献

アイティーエヌ 株式会社

代表取締役　秀城 剛

 当社は、人と地球の未来のため、環境にやさしく、新たな可能性を創出する、誰もがわくわくするような製品を開発・

製造する会社です。 

 宮城県富谷市を拠点に、除菌・抗菌・消臭に効果ある製品（ウィルスバリアノヴァ）、植物本来の力を引き出すバイオ

スティミュラント資材（エンバイロコン）をはじめとした、化学的な効果効能を発揮しながら、先進的で安全な価値ある技

術を、次世代へ手渡していく使命をもって製品化しております。あらゆる危機感から生まれる目の前の悩みを解決する

だけでなく、その先に拡がる人々までを想ったストーリー性のある商品開発を心掛けております。 



マテリアリティ（重要課題）

アイティーエヌ 株式会社　SDGs宣言書

当社は、国際連合で採択された持続可能な開発目標（SDGs）の達成に、
以下のマテリアリティ（重要課題）への取り組みを通じて貢献します。

2023年3月7日
アイティーエヌ 株式会社

代表取締役　秀城 剛

【企画・制作協力：株式会社日経リサーチ 「SDGs経営推進プロジェクト」】

自社製品を通じて、環境負荷の低減、自然環境保全に取組み、効率的に食糧生産を可能にします。

 環境の保全

・詰め替え用製品開発や容器の再利用を促す取組みを行います
・食糧生産･生産効率を高められる製品で持続可能な農業を支援します
・生態系を維持・土壌の質を改善させる製品品質を保ち続けます

 ▼ 目標・取り組み内容

 従業員の働きがい

全従業員が安心して働ける職場環境を作り、老若男女問わずに活躍できる職場を目指します。

 ▼ 目標・取り組み内容

・自社製品通じ、社内空気環境の「キレイ」を保ち続けます

・週間ミーティングを通じて縦横のリレーションを強化します

・仕事と家庭の両立を支援し、全従業員の活躍の場を提供します

 地域社会への貢献

協力、貢献、発展の関係性を自ら切り開き、深く地域との関わりを持ち続けます。

 ▼ 目標・取り組み内容

・災害時に自社商材を物資支援・提供し、地域社会へ貢献します
・土壌環境改善や農作物生産効率良化への啓蒙活動を継続します
・地域の大学・研究機関と協力し、技術・品質向上機会を設けます

・内部コミュニケーション密にし、不正防止徹底します
・アンケート調査・お客様からの声を大切に、ＣＳ向上に努めます

 ▼ 目標・取り組み内容

 コンプライアンス・ガバナンス

社内体制の整備と業務効率化を図るとともに、製品品質の維持・向上、信頼の構築を目指します。

・従業員の声をすぐに拾い上げ業務改善・見直しに繋げます


